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１　はじめに

　今回の調査は市道（国道165号小山線）の付替工事にと
もなうもので、橿原市の受託事業として実施した。調査
地は香具山の西南麓にあたり、明日香村奥山の集落があ
る東の丘陵地と同村小山の集落がある西の丘陵地に挟ま
れた谷状の低地に立地する。南東350ｍには大官大寺跡
が、すぐ西には法然寺が位置する（図126）。
　周辺の調査では、調査区西に隣接する第27-7次調査
で、藤原京期とされる南北溝SD2960や、弥生時代後期
の斜行溝SD2686などを検出している（『藤原概報 10』）。
また、調査区南約50ｍに位置する耳成線第２次調査で
は、７世紀の大規模な整地事業があきらかになってお
り、藤原京期の井戸や弥生時代後期の溝が確認されてい
る（『藤原概報 12』）。これら既往の調査成果から、本調査
区でも弥生時代、および藤原京期の遺構が展開すること
が予想された。
　調査区は道路付替工事予定部分に沿って設定した。調
査面積は608㎡である。調査は2019年11月18日に開始し、
2020年３月30日に終了した。

２　基本層序

　調査区の基本層序は、①耕土（厚さ５～20㎝）、②いわ
ゆる床土（厚さ５～15㎝）、③灰褐色土（旧耕土：厚さ25～

40㎝）、④褐色土（中世の包含層：厚さ10～30㎝）、⑤暗褐色
砂質土（藤原京期の整地層：厚さ５～30㎝）、⑥黄灰色シル
トもしくは中礫混灰白色砂（地山）である。
　⑤層は、調査区全体には広がっておらず、後述する自
然流路NR670A・Bの周辺に広がっている。⑥層は、弥
生時代もしくはそれ以前の洪水に由来する自然堆積層で
ある。遺構の検出は、中世の遺構は④層および⑤層、古
代以前の遺構は⑤層および⑥層でおこなった。遺構検出
面の高さは標高82.0～83.0ｍである。

３　検出遺構

　本調査区からは、弥生時代後期、古代、中世の遺構を
検出した（図127・128）。遺構は主にＸ＝－167,180以南で

検出し、それより北には顕著な遺構は確認できなかっ
た。また、調査区南に関してもＸ＝－167,240以南は平
安時代以降の洪水で大きく削平されていた。

弥生時代～藤原京期

自然流路NR670A・B　　調査区中央やや南で検出した弥
生時代後期から藤原京期にかけての自然流路。南東から
北西に向かって流れるが、時期によって流路の位置が変
わる（図133・134）。NR670A・Bは第27-7次調査で検出
した東西溝SD2690と一連の流路となる可能性がある。
　NR670Aは、弥生時代後期以前に機能していた自然流
路である。⑤層を掘り下げた⑥層で検出した。幅6.0ｍ、
深さ0.4ｍ。調査区西側を大きく蛇行する。埋土からは
縄文時代から弥生時代後期までの遺物が出土した。
　NR670BはNR670Aから東に位置を替え、藤原京期に
埋め立てられるまで機能していた（図129）。幅3.0ｍ、深
さ0.6ｍ。埋土からは弥生時代後期から藤原京期までの
遺物が出土した。NR670Bは藤原京期に埋め立てられた
のち、旧流路であるNR670Aも含め、一帯を⑤層で整地
し、平坦にしている（図134）。
　なお、隣接する第27-7次調査で検出した南北溝
SD2690は、Ｘ＝－167,222～Ｘ＝－167,190付近までは調
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図126　第202次調査区位置図　1：5000
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図129　NR670B完掘状況（南東から）

図128　第202次調査区全景（北西から）
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図132　SK667遺構図・断面図　1：20
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査区東辺を北流し、その後北西に向きを変える（図127、

『藤原概報 10』）。SD2690がNR670A・Bと一連の溝とすれ
ば、北流部分が合致しない。このことから、SD2690と
NR670A・Bは別の溝である可能性がまず考えられる。
ただし、別の溝とした場合、NR670A・Bの本調査区西方、
およびSD2690の第27-7次調査区東方への延長がどうな
るかが問題となる。
　ここで注目されるのは、第27-7次調査の東壁土層に
おいてSD2690の下層に幅4.7ｍ、深さ0.6ｍ以上になる
溝状の遺構を検出していることである（図127）。この下
層の溝状遺構はＸ＝－167,200付近にあり、NR670A・B

とも位置的には合致する。この下層の溝状遺構が本来
はNR670AもしくはＢと一連の溝である可能性も考え
られる。そうであるなら、SD2690自体は⑤層のような
一帯を平坦にする整地層という理解も成り立つ。実際、
SD2690の深度は10～30㎝と比較的浅く、検出面の高さ
や層の厚さ、遺物が大量に含まれる点も⑤層と共通す
る。いずれにせよ、今回の調査成果だけでは断定はでき
ない。ここでは上記の２つの可能性を考えておきたい。

弥生時代以前

井戸SE675　　調査区中央で検出した素掘りの井戸。⑤
層を掘り下げた⑥層上面で検出した。自然流路NR670A
西辺と斜行溝SD674を掘り込む。直径1.1ｍ、深さ0.8ｍ。
井戸は一度に埋め立てられたとみられ、弥生時代後期の
完形の長頸壺が埋土上層で２個、下層で１個、いずれも
横倒しの状態で出土した（図130・131、図138-1～3）。井戸
を埋める際に人為的に置いたとみられる。
斜行溝SD674　　調査区中央、⑥層上面で検出した南東
－北西方向に斜行する溝。幅0.3～0.6ｍ、深さ0.2～0.4ｍ。
NR670Aより新しく、SE675よりも古い。第27-7次調査
で検出した弥生時代の斜行溝SD2692の延長にあたる可
能性がある（図127）。
斜行溝SD666　　調査区南で検出した南西－北東方向に
斜行する溝（図136・137）。⑥層で検出した。幅3.1ｍ、深
さ0.5ｍ。溝の両端は平安時代以降の洪水や削平によっ
て失われている。埋土には弥生土器を含む。
土坑SK667　　調査区やや南寄りで検出した小型の土
坑。⑥層で検出した。直径0.5ｍ、深さ0.2ｍ。埋土から
弥生後期の土器が多く出土した（図132）。

古　　代

柱穴列SX665　　調査区南で検出した南北および東西方
向の柱穴列（図135・136）。掘方・抜取穴からは遺物は出
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図136　SD666、SX664・665検出状況（東から）
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土しなかったものの、柱穴の規模や形状から古代と判断
した。⑥層で検出し、SD666を掘り込む。SX664と重複
関係があり、SX665のほうが古い。柱間寸法は2.4ｍ（８

尺）。東西２間、南北１間を検出した。掘方は角丸方形
で幅約1.0ｍ、深さ0.2～0.5ｍ。柱穴列はさらに南や東に
延びて建物になる可能性があるが、調査区南部が平安時
代以降の洪水によって南東方向に大きく削平されている
ため、確認していない。
柱穴列SX664　　調査区南で検出した南北方向の柱穴列

（図135・136）。柱穴列SX665より新しい。柱間寸法2.1ｍ
（７尺）で、１間分検出した。掘方直径0.9ｍ、深さ0.4ｍ。
柱穴列は南に展開する可能性があるが、洪水による削平
により、確認していない。また、掘方・抜取穴から遺物
は出土しなかった。

中世以降

礫敷SX661・662・663　　調査区南で検出した礫敷。５
～20㎝大の中礫・大礫を無造作に敷き詰めている。礫の
間から中世の土釜などが出土した。石敷の下層は平安時
代以降の洪水層が堆積しており（図137）、軟弱な地盤を
改良するための地業とみられる。
掘立柱建物SB671　　調査区中央、④層上面で検出した
南北棟建物。桁行３間、梁行１間で柱間寸法は1.8ｍ（６

尺）。掘方直径0.4ｍ、深さ0.4ｍ。
掘立柱塀SA672　　同じく調査区中央、④層上面で検出
したＬ字状に屈曲する掘立柱塀。南北、東西それぞれ１
間分検出した。柱間は南北が1.8ｍ（６尺）、東西が2.1ｍ（７

尺）。掘方直径0.3ｍ、深さ0.2ｍ。SB671にともなう目隠
し塀の可能性がある。
井戸SE668　　調査区やや南寄りの東辺で検出した石組
み井戸。径4.0ｍ、深さ0.4ｍ。井戸は大部分が壊されて
おり、石組の最下面だけが一部残る。掘方からは、13世
紀後葉から14世紀にかけての土器が出土した。
溝SD669　　Ｘ＝－167,232から北に流れ、Ｘ＝－167,206
付近で東に向かってＬ字状に屈曲する溝。幅1.0ｍ、深
さ0.5ｍ。断面はＶ字形を呈する。Ｘ＝－167,220付近で
約0.7ｍにわたりとぎれ、陸橋状になる。SB671を取り囲

む溝の可能性がある。
南北溝SD673　　SD669から約２ｍ西の調査区西辺で検
出した溝。西肩は調査区外となる。幅1.2ｍ以上、深さ0.2
ｍ。Ｘ＝－167,213付近で北西に向きを変える。
南北溝SD676　　調査区北寄りで検出した溝。西・南方
の一部のみ検出し、それぞれ調査区外の北方、当方に延
びる。幅3.0ｍ以上、深さ0.3ｍ。SD669のように東に向
かってＬ字状に屈曲する溝となる可能性がある。
東西溝SD677　　調査区北で検出した溝。幅1.4ｍ、深さ
0.3ｍ。第27-7次調査で検出した東西溝SD2672の延長に
あたる可能性がある（図127）。

４　出土遺物

瓦磚類　　第202次調査区からは、軒平瓦１点（6661B）、
丸瓦44点（3.6㎏）、平瓦206点（22.2㎏）、面戸瓦２点、熨
斗瓦１点が出土した。大半が中世の包含層である④層か
ら出土しており、遺構にともなうものはない。6661Bは
大官大寺所用の軒平瓦である。このほかにも少量の中近
世の瓦が出土した。� （石田由紀子）

土　器　　第202次調査区からは、コンテナ24箱分の土
器が出土した。縄文土器小片、弥生土器後期から古墳時
代前期の土器、古代の土師器・須恵器、中世の土師器・
瓦器などが含まれる。
　弥生時代後期の土器は、甕、長頸壺、直口壺、二重口
縁壺、高杯などが出土した。図138-1～3はスタンプ状の
底部を有する長頸壺。いずれも井戸SE675から出土した。
１・２は頸部・体部ともにタテミガキし、底部周辺はタ
テミガキに先立ってタテハケを施す。３は頸部を縦方向
のヘラナデ、体部をタテミガキする。３の頸部内面には
輪積痕が連続的に残る。なお、西隣の第27-7次調査区で
検出した斜行溝SD2686からも、甕、長頸壺、高杯など
の弥生土器がまとまって出土した。古墳時代前期の土器
は僅少な上にいずれも小片であり、布留型甕の口縁部や
小型器台の脚部片がみられた。
　古代の土器は、主に藤原京期の整地層である⑤層から
出土した。土師器は、杯Ａ、杯Ｂ、杯蓋、杯Ｃ、杯Ｇ、
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図137　SD666・SX661土層図　1：60
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杯Ｈ、皿Ａ、皿蓋、鉢Ｈ、椀Ｃ、高杯、甕、竈片などが
あり、須恵器は、杯Ａ、杯Ｂ、かえりをもつ杯蓋、かえ
りをもたない杯蓋、杯Ｈ、杯Ｈ蓋、鉢Ａ、盤、平瓶、壺蓋、
甕Ｂ、甕Ｃなどを含む。これらの土器群は、概ね飛鳥Ⅳ
～Ⅴに属する。図138-4～7は土師器。４・５は杯Ｃ。４
は底部内面に螺施暗文、外面にヘラケズリを施す。６は
皿蓋。頂部にわずかにヘラミガキが残る。７は皿Ａ。底
部外面をヘラケズリする。８～14は須恵器。８はかえり
をもつ杯蓋。９・10はかえりをもたない杯蓋。10は作り
が良く薄手であり、尾張産と考えられる。11は杯Ａ。底

部外面はヘラ切り後に軽くナデ調整。12・13は杯Ｂ。13
の口縁端部内側には部分的に煤痕が付着し、灯火器とし
ての利用を示唆する。14は盤。口縁部外面下に平面台形
の環状把手が取り付く。底部内面にはナデにより擦り消
された同心円状当て具痕が一面に残る。上記に加えて、
中世の包含層である④層などから蹄脚円面硯の蹄脚部２
点（15・16）と圏足円面硯ａと思しき外堤部小片１点が、
また、⑤層などから土馬の小片５点が出土した。
　中世の土器は、井戸SE668および④層から主に出土し
た。土師器皿と土釜がとくに顕著にみられ、このほか、

1

4 5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

19
17

18

20

21 22

2 3

0 10㎝

図138　第202次調査出土土器　１：４



104 奈文研紀要 2021

瓦器椀、瓦質深鉢（摺鉢）などが混じる。おおよそ13～
15世紀頃におさまると思われる。図138-19～21はSE668
出土。19は土師器皿。口縁部はやや外反し、底部に指頭
圧痕が残る。20は瓦質の摺鉢。外面をハケ目調整と横方
向のヘラケズリで仕上げる。残存破片の内面にハケ目
はみられない。13世紀後葉から14世紀頃までの所産か。
21は土釜。菅原正明の分類による大和Ｂ型に比定でき
る １）。17・18・22は④層出土。17・18は土師器皿。いず
れも浅手で口径が80～90㎜と小さい。なお、旧大乗院庭
園で検出した鎌倉時代の土器溜SU8829出土土師器皿（Ｄ

類）に類品がみられる ２）。22の土釜は、菅原分類で大和
Ｈ１型に比定できる。いずれも13世紀頃の所産か。
 （山藤正敏）

木製品　　自然流路NR670A・Bから、燃えさし、加工木、
板材、丸棒などの木製品が少量出土した。
金属製品　　図139は中世の包含層である④層から出土
した刀子片である。刃側がナデ角関の片関で、身先端と
茎尻を欠損する。残存長は7.6㎝。
冶金関連遺物　　④層から、鞴の羽口片、銅滓、鉄滓な
どが少量出土した。� （片山健太郎／総社市）

石　器　　第202次調査では石器51点が出土した。ここ
ではその１例を図示する。図140は打製石斧。両面に調
整剝離を施して撥形とし、両側縁は潰れ気味である。刃
部は両面にわたり摩耗が顕著で、使用痕跡とみられる。
石材はサヌカイトで、片面から側面にかけて残る自然面
は、二上山北麓一帯で採集できる亜円礫のそれに同じ。
石理走行は器体に対してほぼ順目である。� （森川　実）

石製品　　④層から碁石２点が出土した。� （片山）

５　ま と め

　本調査区では、弥生時代後期、古代、中世の遺構を検
出した。
　特に、自然流路NR670A・Bは弥生時代後期から古代
まで位置を替えながら調査区内を北西方向に流れていた
ことが確認できた。調査区約10ｍ南は、大官大寺の西側
を北流してきた中の川が西へと大きく流れを替える地
点にあたる。NR670A・Bは、古代以前の中の川の旧河
道を考えるうえで参考になる。ただし、NR670A・Bが

SD2690と一連か否かは本調査区内では確定しない。
　このほかに弥生時代後期の遺構は、井戸SE675や土坑
SK667、斜行溝SD674を検出した。また、周辺では、第
27-7次調査や耳成線第２次調査でも弥生時代後期の溝や
土坑などを検出しており、本調査区周辺には当該期に一
定規模の集落が存在したことがうかがわれる。
　古代の遺構としては、NR670Bのほかに、柱穴列
SX664・665を検出した。SX665は後世の洪水による削
平のため一部しか検出できなかったものの、建物になる
可能性が高い。また、藤原京期にはNR670Bを埋め立て
て、周辺に大規模な整地（⑤層）をおこなうことが判明
した。④・⑤層からは藤原京期の大量の土器とともに蹄
脚円面硯が出土している。円面硯は第27-7次調査区でも
出土しており、SX664・665との関連性は不明なものの、
周辺に役所に関わる建物があったとも推測できる。
　中世に関しては、掘立柱建物にともなう塀や井戸、区
画溝など、居館や集落の存在を示す遺構を検出した。ま
た、調査区南では当該期に洪水による軟弱地盤を礫を敷
くことによって改良している。周辺では調査区西に隣接
する法然寺が鎌倉時代創建と伝えらえており ３）、中世以
降法然寺を中心として周辺が発展していった可能性が考
えられる。
　このように、道路敷設にともなう限られた面積の調査
ではあったが、当該地が弥生時代後期から中世にかけて
活発に利用されていた状況があきらかになった。�（石田）
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